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回 eo aI ا‎ を 解き 終え て 、 画 面 に 浮か ん で いる “The “لمع‎ EXPE 0 ٢ 


眺め て いる 時 に 胸 を 過 る 想い に は 、 大 き く 分 け て 2 種類 ある 。 


ひと つが 、 ゲ ー ム が 解け て 良かっ た と いう 安 増 感 と それ に دا و‎ ( 








と つが 、 ゲー ム と いう 媒体 を 通し て 、 製 作者 サイ ド か ら 送 られ て きた メッ セー ジ に 対す る 、 い わ 
ゆる 感動 "と 呼ば れる も の だ 。 

少な か ら ぬ 金額 を は た いて ソフ ト を 購入 し 、 プレ イ し て いる 以上 、 その ゲー ム を 解き 終え た 時 
に 前 者 の 想い を 感じ る の は 当然 の こと な の だ が 、 後者 の よう な 感 概 を も た らし て くれ る 作品 と 
な る と 、 こ れ は 極め て 少な い 。 

その 点 、「 イ ー ス 」 は 、 最 大 級 に 近い “感動 " を も っ て 、 ゲー ム を 解き 終え た 僕達 プレ イヤ ー を 暖 
か く 出 迎え て くれ る 。 

も っ と も 、 感 動 と 言っ て で も 、 ア ッ と 驚く どん で ん 返し の た ぐい と は 、 ひと 味 違 う 。「 イ ー ス 」 で 
得 られ る 感動 と は 、 و ون‎ と に 対す る 純粋 な 余韻 で あり 、 映 画 で 言え ば 、「 イ 
ン デ ィ ー ジ ョ ー ン ズ 」 や 「 ロ マン シン グスト ー ン 」 と いっ た 冒険 活劇 的 作品 を 見 終わ っ た 時 に 感じ る 
あの 爽快 感 に も 通じ る 点 が ある 。 


85 の ゲー ム の タイ トル 、「 イ ー ス 」 は 、 フ ラン ス の 人 々 の 間 に 伝 説 と し て 伝わる 架空 の 町 の 名 称 
で ある 。 

西暦 4 世紀 、 強 固 な ダム に よっ て 海 か ら 守 られ て いた 「 イ ー ス 」 は 栄華 を 極め て いた が 、 旅人 
に 誘惑 され た 王 の 娘 が ダム の 門 を 開け て し まい 、 その 町 は 一 夜 の うち に 水没 し て し まっ た と 、 い 
くつ か の 書物 に 記さ れ て いる 。 


1 の ゲー ム の 舞台 と な る 「 イ ー ス 」 が 、 そ の 伝説 上 の 町 と 果たし て 同一 の も の な の か どう か 、 僕 
に も わか ら な い が 、 菩 か ら 神 秘 的 な 作品 を 作ら せ た ら 右 に 出る ソフ ト ハ ウス は な いと 言わ れ て い 
る 日 本 ファ ルコ ム だ け に 、 ゲ ー ム と し て の 料理 の 仕方 は 、 流 石 と いう 言葉 を 使わ ず し て 表現 の し 
よう が な い 。 


回 ィ ス ク を ブー ト さ せる と 、 いか に も 手 の 込 ん で いる こ と が わか る タイ トル 画面 が 、 フ ウッ と 
ディ スプ レイ 上 に 浮か び 上 が る 。 مس چو‎ し さ を 感 じ さ せる BGM が 静か に 流れ 出し プレ イヤ ー _ 
を いつ まで も そこ に 引き 止め よう と する の だ が 、 ゲ ー ム を プレ イ し た いと いう 利 那 的 感情 で 、 
僕 は 別れ の リタ ー ン キー を 押す 。 

する と 、 今 度 は 一 転 し て 明る い 画面 と 軽快 な BGM の 町 の 場面 ん た な る 。 そ こ で 、 町 の 住人 達 と 
会 話 を 繰り 返し て い くう ち に 、 僕 の 心 は いつ し か 「 イ ー ス 」 の 町 へ 、 ア ドル ・ ク リス ティ ン の 元 へ と 
感情 移入 し て いる 。 

その 後 は 、 も う 製 作者 サイ ド の 思う が まま 。 僕 は アド ル そ の 人 と な り 、「 イ ー XD EEL 0 






























、 巡り 、 モ ンス ター と 戦い 、 ア イ テ ム を 拾い 集め 、 フ ィ ー ナ と ダル ク ・ ・ フ ァ ク ト を 追い 求め て いる の だ 。 
ある 時 は 、 廃 抗 の 暗闇 の 中 で 、 周 囲 に 潜ん で いる モン スタ ー 達 に 快 え な が ら 、 ま た ある 時 は 、 
、 塔 の 回 廊 を 意気 揚々 と 進み な が ら -…:: 


ンー 用 の 中 で 、 と も すれ ば ダラ ダラ と し て し まい が ちな 長 験 スト ー リ ー を 、 ピ 
シッ と 引き 締め て いる の が 、 要 所 要 所 に 配置 され た 6 種類 † 1 の デカ キャ ラ だ 。 そ も そ も 、 こ 
“デカ キャ ラ ^ と いう 言葉 は 、 同 社 の 「 ザ ナド ッ ゥ 」 で 用 いら れ て 以来 、 業界 内 で 頻繁 に 使わ れ て い 
る よう に な っ た 隠語 な の だ が 、「 イ ー ス 」 の デカ キャ ラ は 「 ザ ナド ゥ 」 の それ と は 違っ て 、 それ ぞ れ 
が 個性 的 な 攻撃 方 法 ・ 弱 点 を 有 し て いる 

分 裂 し て は 合体 する ヴァ ジュ リオ ン 、 オプ ショ ン (?) を 振り 回 し な が ら 2 区 で 改め て くる ヨ 
グレ クレ ス & オム ル ガ ン な ど を 初め て 見 た 時 に は 、 プ レイ ヤー は 必ず や 驚 憶 する に 違い な い 。 


E3 か に 、 こ の デカ キャ ラ 軍 団 は 、 今 まで の ゲー ム と 比較 する と 、 か な り 強 い 部 類 に 入る 。RP 
G 以 外 は 苦手 だ と いう 人 に と っ て は 、 少 々 厳し い 関門 と な る か も し れ な い が 、 反 復 練習 すれ ば 、 
倒す の は 不可 能 な こと で は な い 。 む し ろ 、 デ カキ ャ ラ を 倒し た 後 、|F4| キ ー(SAVE の キー) を 
押す 時 に 、 ま た 一 歩 ゲ ー ム が 進ん だ と いう 喜び を 覚え る の は 、 僕 だ け で は な い は ず だ 。 慣れ て く 
る と 、 デカ キャ ラ の いる 場所 を 見 つけ る の が 、 砂漠 で オア シス を 見 つけ る 時 の よう な 快感 に さえ 
MDC. | 
回 ら に 、 こ の 「 イ ー ス 」 を 語る 上 で 忘れ て は な ら な い の が 、 そ の 音楽 性 の 高 さだ 。 最近 、 ゲー ム 
の BGM に も 世間 の 脚光 が 当たり は じ め 、 レ コー ド シ ョ ッ プ に 「 ゲ ー ム ミュ ー ジ ッ ク 」 と いう 新 し 
い 棚 が 目立つ よう に な っ て きた が 、 ゲ ー ム セン ター の ゲー ム 、 い わ ゆ る ビデ オ ゲ ー ム と 、 パ ソコ 
ン ゲ ー ム と の 間 に は 、 ハ ー ド の 性 能 の 差 も も あっ て 、 ま だ まだ 大 き な 開き が ある と 考え られ て いた 。 
と ころ が 、 こ の 「 イ ー ス 」 に よっ て 、 その 考え は 根本 か ら 覆 され そう だ と 言っ て も 過言 で は な い 
だ ろう 。88 の FM 音源 の 限界 まで 駆使 し て いる 感 さ え あ る 素晴らし い ミ ュー ジッ ク が 、 場面 や 
状況 が 変化 する ご と に 、 惜 し げ も な く 次 々 と 奏で られ て いく の だ 。 
、 映画 に お いて 音楽 が 非常 に 重要 な 要素 を 占め る の は 、 みな さん 先刻 ご 承知 だ と 思う が 、 今や そ 
れ は ゲー ム ソ フ ト と いう ジャ ン ル に 関し て も 同様 で ある 。 業 界 No 1 の ミュ ー ジ ッ ク ・ コ ン ポ ボー 
ザー を 搾 し な が ら 、「 イ ー ス 」 で は 、 候 補 曲 50 曲 の 中 か ら 最 終 的 に 15 曲 に まで 絞り 込ん だ と いう か 
ら 驚 きだ 。 も し も 「 イ ー ス 」 が 、BGM も 何 も な い 作品 だ っ た ら 、 そ の ゲー ム と し て の お も し ろ き 
が どれ だ け 減 じ た か 、 み な さん に も お わか り い た だ ける だ ろう 。 
ېی‎ ソフ ト は 、 そ れ ま で の 玩具 的 イメ ー ジ を 脱し て 、 ひ と つの 文化 創造 物 へ と 大 き な 飛 躍 
を 遂げ よう と し て いる 。 単なる ゲー ム で は な く 、 そこ か ら 何 か を 感じ 取れ る よう な 作品 が 主流 
と な る 時 代 に 向け て …… で ある 。 














ェ こうじ た だ 状況 下 、 「 イ ー ス 」 が 生ま れ た 。 ロク ラバ ミク アラ イッ クッ ンカ リオ دج‎ 
ジッ ク 、 そ の 他 様々 な 要素 が 美しい 協和 音 を 奏で る こと に よっ て 、「 イ ー ス 」 は 見 事 に 独自 の 世界 
を 作り 出す こと に 成功 し た 。 こ の 作品 を 自分 の パソ コン で プレ イ し て いる みな さん も 、 きっ と 
自分 な り に 「 イ ー ス 」 の バッ ク グ ラウ ンド や 作者 の メッ セー ジ を 肌 で 感じ 取っ て いる は ず だ 。 

「 イ ー ス 」 は や が て 来る 新た な る 時 代 へ 向け て 、RPG と いう ジャ ン ル を 背負 っ て 立つ 旗頭 的 存 
在 な の で ある 。 


は 、 人 笑っ て も 非常 に 思い 出 深い 作品 と な っ た 。 テ スト プレ イ や 制作 スタ ッ フ だ け‏ تا 


の 完成 記念 パー ティ ー に も お 招き に 預 っ て 、 ソフ ト の 制作 過程 と いう の を 自 の 当 た り に 見 せ て い 
a ENE 

最後 に 、 そ うし た 貴重 な 経験 や 、 今 回 の パソ コン ソフ ト 史 上 初 と も 言え る ライ ナー・ ノ ー ツ の 
場 を 提供 し て 下さ っ た 、 日 本 ファ ルコ ム の 加藤 社長 、 井上 部 長 、 プ ログ ラマ ー の 橋本 氏 、 そ の 他 多 
勢 の 「 イ ー ス ,」 制 作 ス タッ フ の お 礼 の 言葉 を 持っ て 、 この 原稿 を 締め くく ら せ て いた だ く と し よう 。 
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87 年 6 月 8 日 


























支 著者 略歴 11 ۰۰۳۰ رس بر نان صنا مس ت‎ 人 E 
本 名 : 山下 章 ( や まし た あき ら ) B4 年 ] 月 より 始ま っ た 『 チ ャ レシ ジ / ア 





| ۱ OL EERE 
86426۳2 ۳۰ 2580/01) 56 را وعة م تا( < للا" )ان کچ‎ が アド ベ 
れる 。 ンチ ャ ヤー・ ゲ ー ム 」 の 己 大 連載 で 読者 の 
私 立 久原 幼稚 園 、 大 田 区 立 久原 小学 校 、 心 を ガッ チリ と つか み 、 現 在 で は 、 執 委 
川崎 市 立 平間 中 学校 、 私 立 開成 高校 を 経 。 業 に 励み つつ 、TV 大 阪 ・ 東 京 系 「 パ ソ 
て 、 現 在 一 橋 大 学 商学 部 在学 中 。 ョ コンサ ン デ ー」 の レギ キュラー 解説 者 も つ 
985 年 19 自 ほ ほ きき クジ テレ ピック 。 この る 、 パ ジョ ンジ 和 の 売れ っ イラ イタ ー 
イズ / ド レミ ファ ・ ド ン /」 で 優勝 。 さ 。 で ある 。 著書 に 「 チ ャ レン ジ / パソ コン ・ 
ら に 月 17 目 に は 、 同 番組 の グラ ンド チ アドベンチャー・ ダ ー ム 」「! チ ャ レン ジ / 
ャ ン ピ オ ン 大 会 で 史上 最高 得点 を 手 得 、 パソ コン ・AVG SHPG」 (電波 新聞 
見 事 に 第 651 代 ダ グラ ンド チャ ン ピ オ ン に 。 社 ) な ど が ある 。 
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